
瀧原義宏 先生 

広島大学原爆放射線医科学研究所・幹細胞機能学研究分野教授  

運動器疾患研究部 竹下 (5047 or 5513) 

ポリコーム複合体１によるGeminin制御
と造血幹細胞活性  

平成24年9月6日（木曜日）午後4時〜5時 

第二研究棟 会議室 

造血幹細胞移植療法は難治性血液疾患に対する根治的治療法として期待さ
れる。今では骨髄細胞だけでなく、末梢血幹細胞やさい帯血も移植に利用さ
れているが、移植に供する造血幹細胞の確保に難渋することも多い。そこで、
各種造血サイトカインやニッチ分子を用いてex vivoにおける造血幹細胞の増

幅法の開発が試みられているが未だに実用化されるに至っていない。研究室
では造血幹細胞の新たな増幅法を開発することを目的として、遺伝学的方法
と生化学的方法を駆使し、造血幹細胞の活性を支持する細胞内因子を同定
することから研究を始めた。そして、ポリコーム複合体１が造血幹細胞の活性
を支持するために必須な役割を果たしていることを初めて見つけるとともに、
ポリコーム複合体１がGemininに対するE3ユビキチンリガーゼとして機能し、
Gemininタンパク質の発現を制御することによって造血幹細胞活性を支持して
いることを明らかにした。GemininはDNA複製ライセンス化とクロマチンリモデ

リングの制御を介して細胞増殖と細胞分化を同時に統括する分子として知ら
れ、造血幹細胞の活性制御における役割が興味深い。本セミナーでは
Gemininに注目した研究室の最近の解析成果についてもご紹介したい。 
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